
火 と 水

Miltonの 詩 の イ メ ジ II

森 道 子

キ リス トの苦 難 と死 を嘆 き悼 むべ く取 った筆 を置 いて 、未完 の ま ・残 した詩 丁勉 」%s-

sガoη(1630)よ り7年 が経過 し、Miltonは 同 寮生EdwardKingの 死 に遭遇 し、 その哀

悼 詩 を依 頼 され る。 丁加1%ss加 の 時 とは異 り、古 典 ギ リシア ・ロー マ のpastoralelegy

の伝 統 に立 って友 人の 死 を弔 うMiltonは 、その才 能 を遺憾 な く発揮 す るので あ る。ア イ

ル ラ ン ドへ 向 う船 の難破 に よ り溺死 した友へ の 弔詩 で あ るため 、 当然 とは い え、"Fifty
い

of・ 敬6ガ磁 曲1931inesareconcernedwithwater"で 、 水 の イ メ ジ ャ リ が 全 詩 を 貫 い て

い る 。

Oneofthemostimportantoftheseelementsandoneofthemost

startling,onceitisseenisthewaterimagery.Miltondoesnotforget

thatKingmethisdeathbydrowning.Hemakesmuchoftheseainthis

poem,andhemakesmuchofwateringeneralthetear,thestream,theの
Galieanlake,etc.

Fromthebeginning,accordingly,theseaisinthebackgroundofthe

reader'sconsciousness.Imagesofwaterhaveconsiderablygreaterpromi-

nencethanimagesoftreesandplantsandhavefrequentlybeennoticedby
..3)

crlt1CS.

その解 釈 、鑑 賞 も言 い尽 され てい る感が あ り、今 更付 け加 える言葉 は な い と言 え るか

もしれ な い。 しか し、 あえて こ こで は、前 稿 八履 勿勿0雄 の場 合 と同 じく、キ リス ト教

の 神 のpresence(臨 在、現 存)に 関 わ る火 と水 の イ メジに 焦点 を しぼ って読 も う と思

う。

詩 全体 は 異教 の牧 人が"theoatenflute"(33)あ るいは葦 笛(188)を 用 いて 奏で る

"Doriclay"(189)で あ るこ とは明 白に され て い る
。 しか し、3楽 章 に分 け られ た この詩

は1楽 章 毎 に キ リス ト教 の 調子 を濃 くしてい くの で あ る。 まず 、 イ メ ジ も語彙 もshep・

herdやsheepの 象徴 す る もの も、徹 底 して 異教 のpastoralelegyに 倣 う第1楽 章の 終 り
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火 と水 Miltonの 詩 の イ メ ジII

に 、"fame"(78)に 関す る訓戎 を述べ るPhoebusの 言葉 には キ リス ト教 的色 合 いが付 け

られ る。

Fameisnoplantthatgrowsonmortalsoil,

Norintheglisteringfoil

Setofftotheworld,norinbroadrumourlies,

Butlivesandspreadsaloftbythosepureeyes,

Andperfectwitnessofall・judgingJove;

Ashepronounceslastlyoneachdeed,

Ofsomuchfameinheavenexpectthymeed.(78-84)

この 色は第2楽 章 で は その半分 を 占め るこ とにな る。つ ま り、"Thepilotofthe

Galileanlake"(109)と 固 有名 詞 は 伏 され て い る もの の 、St.Peter(ペ トロ)に よ っ

て 、当 時の英 国の キ リス ト教聖職 者 た ちの腐 敗ぶ りに痛烈 な糾 弾の 言葉 が浴 びせ られ る。

ペ トロは キ リス トに よ って 最 初 のpriestと して のshepherdに 任 命 され た者 で あ る。

　 　
"Feedmylambs(sheep)"と3度 確認 された 彼の 目に写 る英 国 の 羊 た ちの現 状 は惨 憺

た る もので あ り、"Thehungrysheeplookup,andarenotfed"(125)な の で ある。

第1、 第2楽 章 は共 に、それ ぞれ の 中心 テー マ で あ るpoet-shepherd(詩 人 と しての羊

飼)、priest・shepherd(司 牧者 として の羊飼)の この世 での虚 しさ、俸 さ、無 用性 を嘆 い

て い る。詩 人 として も、牧 師 として も、将来 を嘱望 され たKingの 天折 へ の弔 慰か ら生 れ

た もので あ る。 各楽 章 の締 め く くり となるPhoebusの 言葉 と、ペ トロの ス ピーチ とは、

そ れ ぞれ 、"ahighermood"(87),"thedreadvoice"(132)と 、牧 歌 の調 べ とは 異質

な音色 であ る こ とが示 され る。特 に、ペ トロの 言葉 は異教 の イ メジを圧 倒 し、 その 調べ

の 流れ を堰 き止 めて しま う。

第3楽 章 では 、前楽章 の終 りの殺 伐 として、荒れ 果て 、腐敗 し、伝 染病 に冒 された("Rot

inwardly,andfoulcontagionspread"(127))羊 の 鑑の 醜悪 な映像 を覆 い隠 そ う とす る

か の よ うに、目 もあや な花 々のcatalogueが 繰 り広 げ られ る。悪臭 と汚 機 の漂 う羊の 鑑 に

代 って、古 代 ギ リシア あ るいは英 国の 美 々 しい花が 色 と りど りに咲 きこぼ れ る谷や 野 が
ら ゴ

出 現 す る 。 し か し 、 そ れ は"alittleease"(152)で あ り、"falsesurmise"(153)に す

ぎ な い 。 所 詮 、 草 花 の 生 命 は 短 く 、 朝 開 い て も 、 夕 に は 色 腿 せ て 散 っ て し ま う。 し か も 、

そ の 花 々 を 供 え る べ き墓 に 、 遺 体 は な い 。 真 実 な る も の は"othergroves,andother

streams"(174)に し か な い 。 つ ま り 、7'1z6Rω61α'の η(『 黙 示 録 』)の 著 者 の 言 う よ う

　　 ア
に 、"theformerthingsarepassedaway"で あ り、"anew・heavenandanewearth"

に の み 見 出 さ れ る も の で あ る 。 そ こ に 響 き 渡 る 小 羊 の 婚 宴 の 歌"nuptialsong"(176) 　　
は 、 同 じ く ヨ ハ ネ の 『黙 示 録 』 の"theysungasitwereaη6z{1∫072gbeforethethrone"

ワ
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火 と水 Miltonの 詩 の イ メ ジII

であ り、喜 び と愛 と栄光 の中 に大唱和 され 、

跡 方 もな く消 え失せ る。

涙 は拭 われ、 飢 え も渇 き も、悲 しみ も死 も

Theyshallhungernomore,neitherthirstanymore;neithershallthesun

lightonthem,noranyheat.FortheLambwhichisinthemidstofthe

throneshallfeedthem,andshallleadthemuntolivingfountainsofwaters: 　　
andGodshallwipeawayalltearsfromtheireyes.

AndGodshallwipeawayalltearsfromtheireyes;andthereshallbeno

moredeath,neithersorrow,norcrying,neithershalltherebeanymore 　　
pain:fortheformerthingsarepassedaway.

第3楽 章 は ヨハ ネの 『黙示録 』 のvisionと 歌 の中 に包含 され て しま う。

こ うして、 第1、 第2、 第3楽 章 と移 り進 む につれ 、異教 の イ メジは キ リス ト教 の イ

メ ジへ と場 所 を譲 って い く。 言 い か えれ ば 、 目に 見 え る もの か ら、見 えな い もの へ 、

mortalな もの か ら、immorta1な ものへ 、地上 か ら天上 へ と変 容 して い く。 しか しなが

ら、故 意 と思 え るほ どに、Miltonは キ リス ト教 の固有 名詞(St.Peter,Christ)を 避 け、

飽 くまで も羊 飼 い と羊や 水の イメジャ リを前面 に描 き出 して、古典・の歌 として仕 上 げ よ

う として い る。

第3楽 章 の 初め を飾 る花 々の リス トに続 い て、花 を撒 き散 らすべ き墓 が 空 で あ り、

Lycidasの 遺体 の行 方の知 れ ない こ とを思 う くだ りがあ る。"Washfaraway"(155)と

い う言 葉 には、波がLycidasの 身体 を遠 くへ さ らって行 って しまう、 とい うこ とに とど

まらず 、今繰 り広 げ られた ばか りの色 も香 も多種 多様の 花の数 々 をさえ波 に乗せ て運 び

去 って行 くよ うな勢 いが あ る。 同時 に、7物 βoo々 げP3α 伽s(『 詩 編』)の"Washme
ユユ　

throughlyfrommineiniquity,andcleansemefromsin"や"Purgemewithhyssop,

　　　

andIshallbeclean;washme,andIshallbewhiterthansnow."か ら 、 『黙 示 録 』 に

描 写 さ れ る 勝 利 者 で あ る 果多し い 大 群 衆 が 身 に 着 け た 白 い 衣 に つ な が る 「洗 い 清 め る 」 と

い う 意 味 も 重 な っ て い る 。

Thesearetheywhichcameoutofgreattribulation,andhavewashedtheir
ユヨ　

robes,andmadethemwhiteinthebloodoftheLamb.

っ ま り、 肉体 を滅 した水 は魂 を浄め る水 に変 る と言 え よ う。 前掲 の 『黙示録』 の 引用箇
ユの

所 に 続 く"Godshallwipeawayalltearsfromtheireyes"は 、 そ の ま ま 五夕ご融8の

"wipethetearsforeverfromhiseyes
."(181)に 反 映 さ れ て い る 。 そ の た め 、"Weep

nomore"(165)と 、 そ れ ま で の 悲 嘆 の 調 子("Hemustnotfloatuponhiswaterybier/

Unwept"(12-3)や
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火 と ノk Miltonの 詩 の イ メ ジII

Theeshepherd,theethewoods,anddesertcaves,

Withwildthymeandthegaddingvineo'ergrown,

Andalltheirechoesmourn.(39-41)

や"daffadilliesfilltheircupswithtears"(150))を 決 然 と 変 え る こ と に な り 、"For

Lycidasisdead,deaderehisprime(8)"や"nowthouartgone,/Nowthouart

gone,andnevermustreturn!"(37-8)は 、"Lycidasyoursorrowisnotdead"(166)

と全 く 反 対 の 言 葉 に 取 っ て 代 る 。 古 典 のpastoralelegyの 世 界 は 、 『黙 示 録 』に 描 か れ た

キ リ ス ト教 の 来 世 のvision、 新 し い エ ル サ レ ム で の 新 生 へ と移 行 し て い く。そ の 復 活 の 力

は"thedearmightofhimthatwalkedthewaves"(173)に 拠 る も の で あ り 、 キ リ ス

トの み が 持 つ 。 こ の 部 分 は 、 こ の 詩 の 数 多 い 水 の 描 写 中 、 神 の 臨 在 と 力 を 示 す 唯 一 の も

の で あ る と 言 え る 。Miltollは 翫 伽 め ・0漉 の"birdsofcalmsitgroodingonthe

ユら

charmedwave"(68)と 同様 、神 の霊 は 水上 に ある もの として捉 え るの を好 む。

キ リス トが波 の上 を歩 い たの は、嵐 のGalilee(ガ リラヤ)湖 上で、 ペ トロ らの乗 った

船 は風 に波 に弄 れ てい た。 荒れ る波風 に木 の葉 の よ うに揺 れ る船 の 中で おび え る弟 子 た

ち と、好奇 心 か ら湖 上 に足 を踏み 出 して溺 れか けるペ トロ とを助 ける キ リス トの超 自然

の 力を示す 場 面で あ る。

Andwhenthedisciplessawhimwalkingonthesea,theyweretroubled,

saying,Itisaspirit;andtheycriedoutforfear,ButstraightwayJesus

spakeuntothem,saying,Beofgoodcheer;itisI;benotafraid.AndPeter

answeredhimandsaid,Lord,ifitbethou,bidmecomeuntotheeonthe

water。Andhesaid,Come.AndwhenPeterwascomedownoutofthe

ship,hewalkedonthewater,togotoJesus.Butwhenhesawthewind

boistergμs,hewasafraid;andbeginningtosink,hecried,saying,Lord,

saveme.

　　　

これ は別 の折 の 類似 の事 件 、風 も海 も従 え るキ リス トの姿 とも結 びつ き、た とえKillg

の溺 死 は嵐 に よ る もので は なか ったに して も、 その 時、 キ リス トが いた ら、彼 は死 な な

か ったで あろ うに、と言 う声が 聞 こ えて くる。第1楽 章 でNymphた ちに 、一体 どこに い

たの だ と問 い、 い て くれ さえ した ら と言 いか けて、 その思 い を"Ifondlydream!"(56)

と打 ち消 し、"HadyebeenthereforwhatcouldthathavedoneP"(57>と 反問

す る。 そ して 、息子Orpheusを さえ救 えなか ったMuseの 無能 ぶ りをあ げつ らい、単 に

我 が子 に と どまらず 、"thanklessMuse"(66)は 彼 女 に仕 え る詩 人た ちに恩 顧 を与 えな

い こ とをか こち、古典 文 学の伝 統 に基 く真 摯 な詩 人 としての 努 力の1夢さ、 虚 しさ、報 い

の な さを嘆 く。Museと い う異教 の詩神 への 献 身 に専 念 して い た ら、Orpheusの 運 命 は

4
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火 と水 MiltOI1の 詩 の イ メ ジII

Kingに ふ りかか った よ うに、や が てMilton自 身 も辿 らされ る もの なの で はな いか とい

う危惧 がに じみ出 てい る。この考 えは後年 ぬ 名α跳6Los'第7巻 巻 頭 のMuseとUrania

との比較 に明 白に表 わ され る。

DescendfromheavenUrania,bythatname

Ifrightlythouartcalled,whosevoicedivine

Following,abovetheOlympianhillIsoar,

AbovetheflightofPegaseanwing.

Themeaning,notthenameIcal1:forthou

NoroftheMusesnine,noronthetop

OfoldOlympusdwelrst,butheavenlyborn,

Beforethehillsappeared,orfountainflowed,

ThouwitheternalWisdomdidstconverse,

Wisdomthysister,andwithherdidstplay

InpresenceofthealmightyFather,pleased

Withthycelestialsong・ …

…norcouldtheMusedefend

Herson.Sofailnotthou,whotheeimplores: エの
Forthouartheavenly,sheanemptydream.

しか し 、"Hadyebeenthere"は 「た と え い た と し て も 」 と 同 時 に 、 「も し い て くれ た

　 　

ら」 を も意味 し、"Lord,ifyouhadstbeenhere,mybrotherhadnotdied"と い うベ タ

ニアの姉 妹マ ル タ とマ リアの切 々た る言葉 に結 びつ く。 兄 ラザ ロの死 後4日 目に訪 れ た

キ リス トに向 か って二 人が続 け さまに発す る痛恨 の 言葉 で あ る。 それ に対す るキ リス ト
　 　

の 答 え は 、"Thybrothershallriseagain"で あ り 、 続 く キ リ ス ト とマ ル タ の 問 答 は 、

　エナ

新約聖書の中で も復活に関す る重要かつ本質的部分である。次のキリス トの言葉は、死

者の埋葬時に読 まれ るものであ り、Kingの 葬儀に も読 まれたのではないだろうか。

Jesussaiduntoher,Iamtheresurrection,andthelife:hethatbelievethin

me,thoughheweredead,yetshallhelive:Andwhosoeverlivethand 　エ
believethinmeshallneverdie.BelievestthouthisP

この よ うにみ る と、古典 ギ リシア ・ロー マの イメ ジの濃 い第1楽 章 に もす で に、 異教

の 詩神Museへ の不 信の うちに、 キ リス ト教 の死 者の 復活へ の確信 が暗示 され て いる こ

とが分 か る。

火 にかか わ る神 の臨在 の イ メジは、丁度 、水 が 火を消 して しま うよ うに、水 の イ メジ

ャ リの 支配す るこの詩 では影 をひ そめて い る。 旧約 の神 の預 言者 た ちの 出会 い に伴 う、
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烈 々 と燃 える火 は登場 しない。 た だ、太 陽 に 関す る もの は 、Ly6ガ4αsの 初め か ら終 りま

で 、水 の描写 に拭 い去 られ るこ とな く続 き、 しか も、第3楽 章 で は、重 大 な復 活の比 喩

を構 成 して い る。

Sosinkstheday・starintheoceanbed,

Andyetanonrepairshisdroopinghead,

Andtrickshisbeams,andwithnewspangledore

Flamesintheforeheadofthemorningsky:

SoLycidassunklow,butmountedhigh,

Throughthedearmightofhimthatwalkedthewave.(168-71)

水 底深 く沈 ん だLycidasも 、た とえ大 海 原に 没 しよ うと も必 ず再 び朝 の空 に輝 く太 陽

の よ うに、蘇 える。 ただ し、 それ には 「波の 上 を歩 いた 人」、 キ リス トの 力 が不可 欠 で あ

るこ とが付 け加 え られ る。旧約 の神 の顕 現の光 とは 異 り、穏や か な光 で あ り、"Flames"

(171)と い う語 さえ、 前後 に用 い られ てい る"ocean"や"waves"に よ って、洗 われ たか

の如 き柔 かい光 を放 つ。"blaze"(74)と い う、 よ り強烈 な火炎 を示 す語 は、束 の間 の燃

焼 を暗 示す る名 声の描 写 に使 用 され 、あたか も異教 の太 陽 神、詩 神 で あ るPhoebusか ら

発す るか の よ うな印 象 を与 え る。第1楽 章 のPhoebusとblazeと の結 びつ きは、第3楽

章 の キ リス トとflameと の関 わ りと巧 み に対 照 させ られ てい る。

その太 陽 も、無骨 な牧 人Miltonが 弔 問歌 を奏 でて い る うちに、静 か に傾 いて い き、詩

の終 りには、西 の 入江 に没す る。"Phoebus"と も、復活 の比 喩 に用 い られ た"day・star"

(168)と も違 つて、"thesun"(190)と 初 めて 用 い られ るの は意義 深 い。 つ ま り、 ギ リ

シア ・ロー マ の古典 詩 の世 界 とも、 キ リス ト教 の 天上 のvisionと も異 な る現 実の世 界で

は 、西 の海 に落 ちてゆ く太陽 に は、厳 然 た る死 の予 感が あ る。 しか し、"Tomorrow"は

必 ず訪 れ るので あ り、別の 森 、新 しい牧場 で新 しい歌 を歌 う とい うMiltonの 決意 と希望

もあ る。 目に も耳 に も美 しい古典文 学 の伝 統の粋 を再 現 してみせ なが ら、 第1楽 章 で は、

その 守 護 神 で あ り、inspirationで あ るMuseへ の 不 信 か ら くるpoet-shepherdの1夢 さ

を、 第2楽 章 では 、priest-shepherdの 堕 落 、その歌 の 生気 な く、耳 障 りな こ と("when

theylist,theirleanandflashysongs/Grateontheirscannelpipesofwretched

straw"(123-4))、 天 罰の下 る こ とを歌 う。志 すべ きは、第3楽 章の 天上 の歌"anewsong"

のみ で あ る。 従 って 、牧 人Miltonは 、 『詩編 』23の 牧場 の よ うな新 しい牧場へ 、死 者 を

復活 させ る力 を持 つ詩 神 を探 ね るべ く、立 ち上 が る。

この最 後 の しめ く くりの8行(ottavarima)に は、BrooksとHardyの 言 う希望 が あ

る。
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火 と水 Miltonの 詩 の イ メ ジII

Wearesimplyremindedthatthevisionisoneofhope,notyetfulfilled,that

theelegyhasbeencomposedanddeliveredinarealworldinwhichsunsrise

andset,dayfollowsday,thefloodremainsperiloustoallthosewhom

Lycidashasleftbebind,
2葛ndtheyoungshepherdhastobethinkhimselfof

thedutiesofthenewday.

しか し、 それ と共 に、Rz7α4初 五〇鉱 勘7α4初R岬 伽4の 巻 末 同様、壮 大 な神 の救

いの業 へ の揺 るがぬ信 頼 に もかか わ らず、 この世 の 現実 に生 きる者 の孤独 の気配 が感 じ

られ るの で ある。
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